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魚肉の音速測定濫
　　　一超晋1皮魚群探知機へのデーター

　　高木　昇・丹羽　登・佐下橋市太郎
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　　超9波探蝋の利mが醤及するにつれ馨學的にも

　使用されるようになつてきた．胞石の瞼出はすでに

米國で行纏ているし，本邦でも大脳内の異物を楡

　出する研究が進あられしいる．その臨周圃の物饅

　および異物の昏速が必要だが，この方法によれば軟

　い不定形な生物艘の昔遽を測ることがてきる．

超認を用いた鰭探知機はすでに廣く賓用lkて漁
獲麟・の向上に役立つて・・るが・それ馳砺こ不1開する

r．は鰻か帥超吾波の反射・騨・）を求めてtsく必要

がある．各種魚膿からの反身檸の實験的データはあるが

そ撞計．ex・｝c　oせる爲の基礎的データカ沙い・その一部

としてikrent．b・ら魚肉の音速釧1定する依託を受けた・

　箇軍な豫備賓験の結果，盤酸，硫酸等の化學工場タン

卿厚秘1定レ・實川L2．して・・るブラウン管型超9’Vk厚

み言ド・iで測定どきるeとdi・io　n・pltので・本年2月・

三th一三崎か噺鮮樵肉のza付を受けて測定を行つた・

　測定法　　魚肉を爾面築行に切つて板の上にのせP
鋼板の厚み測定のときと同じく水晶迭受波器を魚肉の上

tこ． h強1】の板と7Fそ了

tci6けばrブラウ
ン管上に共振圖形

（第1［副）力耀見オしる

相隣る共振周波敬

f”、fn．1を求めIL

ば魚肉り習速Cは
次式で與えられる
（置：魚肉の厚み）
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第1圖共振圃形
　（a）　イ　カ　　（b）　顕　厭

魚肉は軟いので水晶振動子を他端の板と不行に保ち．
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各部の’の課差を4分の1波昆
（註2）　よりはるかに小さく保つこ

とは難しく，また測定時の厚みを

測るのも容易でない・

　そこで雫行な2枚の電．極板の間

隔をマイクロメーターで任意に墾

え，かっその聞隔を譲みとること

のできる曖電氣振動子研宛川のホ

ルダーt（カット爲眞）を用いて第

2圓のように魚肉を保持した・魚

肉の下側にある紙は超吾波勢力が下方の電極板に傳わる

のを防ぐ防灘紙である．
　測定結果　　この方法で順次魚肉の厚さ「al　eaえワ瓦昔

mee＊めた結果が第3聯俵である・N・・1～．5は・’ず

れも鯉の背屑・とrp行礎音濃通してiT1’　”pた・N。・7

のイカの頭というのは胴の先端のひれの部分である．
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　　1測定
　　　．試
番耽

料

i

1234567

魅馬

〉｝

キハダマグP
メカジキマグロ

メカジキマグロ

ピンチヨウマグロ

ビンチヨウマグロ

イ　　カ　　胴

イ　　　カ

贋mmヂII藩龍／藩

12．48→9．4815301171　31

12．41→9．11　　1570

6．51→3．91　　1560

8．63－♪5．77　1159〔レ

8．29→6．82　11540

　　　　　　4．96→3．66　　1510

頭14Ab°3．561149°⊥一．

00449522114990442311

一一肉厚r7n’7tZ〕

　　第3圖キ・・ダマグ・の吾速測楚（N・・1）

　普速は，各測定共に大腔3％以内で一致している．こ
の方法では初めの厚みの約30・P・も騰したEaの測定

｛齢使用しているので，この緻噸縮によ暗逮のes
化しない・と礁めnli・t：・b・ve・そのH安として蹴値

卸猷小により前後の二つの群にオ・け・それぞれの）lt
均値が榛準偏差内で一致していることを確めた・7cのtw

値例を第2表に示す．

　この方法は生物燧等軟

い物膿の吾速を測るのに

利月1されるものと思われ

る．

　なお，超昔波探傷器に

より，インパルスの透過

　　　　　　　　　　　　　　　1　1　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　2　］　1580

時間から音速を求め砺法も試みたが，③厚み計による

方が簡箪で，精度がよい．この測憩・特別の便雌輿え

られた水面臣技師橋本鎌款に深謝』r6・（27・4・7’

（註1）　境界面での反射醐ま爾媒質の比重と昔蓮から求．鼻6・

　（註2．厚み計で便用しナニ周波激範團は2～4Mcなので粛曳肉中」所渡
　の波長iよ（C≒L500m！sとして）0．4～O．8　mm位下ある．

　（1）高木，丹盈，石井；本Et　3，6・P・227（1951・6♪

　（2）高木，丹粥，佐ド橋：木誌4，4，P145（1952．如
　（3♪高木，丹粥　　　：本誌4，5・P（1952・5）
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